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出題形式練習 解答・解説 

 1  

1（1）インド洋  （2）イ  （3）3 月 4 日午前 1 時   

（4）暖流の北大西洋海流とその上空を吹く偏西風の影響を受けるから。  （5）エ 

2（1）日本アルプス  （2）①.イ ②.エ  （3）イ  （4）ア, イ 

 （5）農家 1 戸あたりの耕地面積が広く, 大型機械を使って農作業をしている。 

解説 

1（1）三大洋は面積が大きい順に, 太平洋, 大西洋, インド洋。 

（2）経線と緯線が直角に交わる地図では, 赤道から離れるほど(高緯度になるほど)長さ, 面積が実際 

よりも大きく表される。イは赤道を通っているので, 実際の距離が一番長い。 

 （3）東京の標準時子午線は東経 135 度より, ニューヨークとの時差は, (135＋75)÷15＝14[時間] 

  東京の方が時間は進んでいるので, 3 月 4 日午後 3 時の 14 時間前がニューヨークの現地時間。 

 （4）ロンドンの西側を赤道からの暖流が北上し, その上空を吹く偏西風が海流にあたためられた空気 

  を運んでくるため, 西ヨーロッパは高緯度にもかかわらず暖かい。 

 （5）アはアジアの占める割合が極めて高いので米,  

イはアメリカやブラジル(南アメリカ)で生産が盛んな大豆, 

  ウはヨーロッパや北アメリカの主食となっている小麦,  

エはブラジル, ベトナムなどのアジア, エチオピアなどのアフリカで生産が盛んなコーヒー豆。 

2（1）日本列島は, 陸地のおよそ 4 分の 3 が山地と丘陵地からなっている。 

  日本アルプスの東側にはフォッサマグナというみぞ状の地形があり, 日本アルプスからフォッサ 

マグナまでの地域を境にして, 東側では南北方向, 西側では東西方向に山脈や山地がのびている。 

（2）やませがもたらす冷気と霧の影響で, 日照不足になり, 夏に気温が低い日が続くことがある。 

夏に気温が低い日が続くと, 稲などの農作物が十分に育たない冷害が起こることがある。 

（3）アは夏の降水量が多いので, 太平洋側の気候のⓒ。 

イは冬の降水量(雪)が多いので, 日本海側の気候のⓐ。 

ウは年間を通して降水量が少なく, 年平均気温も低いので中央高地の気候のⓑ。 

（4）ア：等高線の間隔が狭い→傾斜が急, 等高線の間隔が広い→傾斜が緩やか。 

  イ：2 万 5 千分の 1 の地形図で 4cm なので, 25000×4＝100000[cm]=1000[m]=1[km] 

  ウ：函館山の山頂から見て地点 E は左上にあるので, 北西の方向。何も記載がなければ上が北。 

  エ：函館山の山頂の標高は 334m, 地点 E は 50m と 100m の等高線から約 80m と読み取れるので,  

標高差は約 250m。 

（5）北海道では広大な土地をいかした大規模農業が行われており, 農作業には大型機械が用いられ 

  る。 
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解答は右の QR コードから

も見ることができます。→ 
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 2  

1（1）渡来人  （2）ア→ウ→イ  （3）天皇のきさきにして, その子どもを次の天皇にする 

（4）エ  （5）武家諸法度 

2（1）エ→ウ→イ  （2）富岡製糸場  （3）エ 

（4）地主のもつ小作地を強制的に買い上げて  （5）イ→ア→ウ→エ 

解説 

1（2）アは飛鳥時代に聖徳太子が建てた法隆寺, イは室町時代に足利義満が建てた金閣,  

ウは平安時代後期に藤原頼通が建てた平等院鳳凰堂。 

 （4）アは 1804 年, イは 18 世紀後半, ウは白村江の戦いより前の 660 年, エは 1517 年。 

2（1）アは 1853 年, ウの大政奉還に対してイの王政復古の大号令を出したのでウ→イの順（1867 年）,  

エは 1866 年。 

（3）米騒動は 1918 年, 満州事変は 1931 年, 伊藤博文が内閣総理大臣になったのは 1885 年。 

（4）自作地…自分が所有する土地。  小作地…地主が所有し, 小作人に貸している土地。 

（5）アは 1956 年, イは 1951 年, ウは 1972 年, エは 1978 年。 

 

 3  

1（1）ウ, エ  （2）どのクラスも, 校庭と体育館を１回ずつ利用できるようになっている。 

（3）イ  （4）小選挙区制  （5）ア, イ 

2（1）平和維持活動（PKO）  （2）①.イ ②.ウ  （3）ウ  （4）エ  （5）ウ 

解説 

1（1）平等権は基本的人権の基礎となるもの。裁判を受ける権利は請求権。 

（2）公正は, 参加するすべての人に平等で公平な機会を授け, 不当にあつかわれる人がいないこと。 

（3）天皇の国事行為に対する助言と承認は内閣の仕事。 

 （5）ア：例外として, 現行犯の場合は逮捕できる。  

イ：公正中立な裁判を行うためには, 憲法と法律にのみしばられる司法権の独立が必要となる。 

ウ：裁判員制度は, 重大な刑事事件の第一審でのみ行われる。 

エ：被告人は, 判決を受けるまでの間は無罪と推定される。 

2（2）不景気のときは, 減税して企業や家計の消費活動を刺激する。また, 公共事業を増やして建設 

会社などの生産活動を活発にさせ, 消費につなげようとする。 

 （3）社会保障と財政の関係は, 社会保障を充実させるかわりに, 税金などの国民の負担を大きくする 

高福祉高負担(大きな政府)(図のイ)と, 社会保障をしぼりこむ代わりに国民の負担を軽くする低福 

祉低負担(小さな政府)(図のウ)という 2 つがある。 

（4）需要曲線と供給曲線が交わる均衡価格より値段が高いので, 需要量は減り, 供給量は増える。 

つまり, 需要量＜供給量となる。その結果, 需要量＝供給量となるところまで価格は下がる。 

（5）X：ドルに対して円の価値が上がることを円高, 価値が下がることを円安という。 

    150 円で手にできた 1 ドルが 100 円で手にできる状態＝円の価値が上がっているため, 円高。 

Y：円安(1 ドル＝100 円→1 ドル＝150 円)になればドル価格が安くなるので輸出が増加する傾向 

にある。  円安→輸出増, 輸入減  円高→輸出減, 輸入増 


